
三進連数学 50満点中 15点から松高で２桁上位になった普通科２年のＭさん

　現在、松高普通科２年のＭさんが青木塾に入塾したのは彼女が中学２年生の後半のことでした。すぐ下の資料は、入塾後１年

にも満たない中３の１学期に行われた第２回三進連の結果です。ご覧のように数学の点数は 50点中 15点で、基礎力が大きく不

足していることが伺えます。その後、彼女は全教科について大幅な学力向上を果たし無事に松高普通科に入学したのですが、２

つ目の資料にあるように、松高入学後に初めて受けた全統模試の成績は 350 人中 223 番に過ぎず、高校の数学は中学のそれと

は全く比較にならないという前提はあるにせよ、やはり数学は彼女にとってまだまだ敷居が高い科目であるようです。ところで

３つ目の資料をご覧下さい。これはちょうど１年後の高２の秋に行われた全統模試の結果です。何と学年順位が 31番へと大幅

に上昇致しました。このように仮に中学時代に数学が苦手であっても、指導次第で得意科目になるのです。

【中３第２回三進連の結果】

【高１の第２回全統模試の結果】※松高で高校入学後初めて行われる全統模試です。

【高２の第２回全統模試の結果】※上の全統模試からちょうど１年後です。


